
令和６年度シラバス（公民）     学番５１ 新潟県立小千谷西高等学校  

 

教科(科目) 公民(公共) 単位数 ２単位 学年(コース) ２年次 

使用教科書 実教出版 『公共』 

副教材等 実教出版 『ズームアップ公共資料』 、実教出版 『公共演習ノート』 

 

 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー 

～卒業までにこのような資質・能力を育みます～ 

①本校の特色及び取組を生かした高大接続、教育課程の編成、授業改善により基礎

学力の向上を図るとともに、さらなるキャリア教育の実践を推進します。 

②規律ある学校生活の中で基本的生活習慣を確立し、時代の変化に対応できる能力

の向上を図ります。 

③生徒一人一人の良さや可能性を伸ばし、自立した社会生活を営むことができる力

を育てるとともに、生徒の自己実現を図ります。 

カリキュラム・ポリシー 

～上記の資質・能力を育成するため、このような教育活動を行います～ 

総合学科の本校では多様な科目開設という特徴を生かした教育活動を展開し、

「産業社会と人間」を基本として３年間を見通したキャリア教育を充実させます。

また、地域と連携した実習や就労体験等、地域の教育資源を活用して教養、人間性

及び社会性を育てます。 

①多様な進路希望に対応する選択科目を設け、資質、能力の育成に相乗的であるよ

うに教科等横断的な視点に立った指導であること。 

②学習の継続性に配慮し、主体的・対話的で深い学びが実践できるような基礎基本

を重視した教育課程を編成する。            

③ＩＣＴの活用も含め、生徒個々が自身の進路希望を意識した学習態度の早期醸成

と高揚につなげられるものであること。 

④学校設定科目「キャリア実習」をはじめ、科目の設定にあたり地域産業、地域の

人材を生かした授業展開ができること。 

 

 

２ 学習目標 
人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ、現代の諸問題を追究したり解決したりする活動を通して、広い

視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民とし
ての資質・能力を育成することを目指す。 
（１）現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解するとともに、諸資料
から、倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにす
る。 
（２）現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理を活用
して、事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や、合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを
議論する力を養う。 
（３）よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な
考察や深い理解を通して涵養される、現代社会に生きる人間としての在り方生き方についての自覚や、公共的な空間に生
き国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力し
合うことの大切さについての自覚などを深める。 

 

 

３ 指導の重点 
① 現実社会の諸問題の解決に向けて、事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や、合意形成や社会参画を

視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。 
② よりよい社会の実現を視野に、現代社会の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、各国が相互に主

権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。 



 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

知識：現代の諸課題を捉え考察し、選
択・判断するための手掛かりとなる概
念や理論について理解しようとしてい
る。 
技能：諸資料から、倫理的主体などとし
て活動するために必要となる情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を身
に付けようとしている。 

現実社会の諸課題の解決に向けて、選
択・判断の手掛かりとなる考え方や公
共的な空間における基本的原理を活用
して、事実を基に多面的・多角的に考察
し公正に判断する力や、合意形成や社
会参画を視野に入れながら構想したこ
とを議論する力を養おうとしている。 

よりよい社会の実現を視野に、現代の
諸課題を主体的に解決しようとする態
度を養うとともに、多面的・多角的な考
察や深い理解を通して涵養される、現
代社会に生きる人間としての在り方生
き方についての自覚や、公共的な空間
に生き国民主権を担う公民として、自
国を愛し、その平和と繁栄を図ること
や、各国が相互に主権を尊重し、各国民
が協力し合うことの大切さについての
自覚などを深めようとしている。 

 

５ 評価規準と評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能 ａ 思考･判断･表現 ｂ 主体的に学習に取り組む態度 ｃ 

評
価
方
法 

以上の観点を踏まえ 
・小テストの分析、 
・定期考査の分析 
・レポートやワークシート、意見文、
提出物などの内容の確認 

・授業中の発言、作業への取組などか
ら、総合的に評価します。 

以上の観点を踏まえ、 
・定期考査の分析 
・レポートやワークシート、意見文、
提出物などの内容の確認 

・プレゼンテーションや発表、討論へ
の取組、また授業中の発言の観察 
などから、総合的に評価します。 

以上の観点を踏まえ、 
・プレゼンテーションや発表、討論へ
の取組、また授業中の発言の観察 

・レポートやワークシート、意見文、
提出物などの内容の確認 

・授業中の発言、作業への取組などか
ら、総合的に評価します。 

 

６ 学習計画 

月 単元名 授業 

時数 

学習活動(指導内容) 評価の 

観点 

評価方法 

４ 第１章 

社会を作る私たち 

第２章 

人間としてよく生

きる 

 

４ ・青年期とは 

・自己形成の課題（１） 

・自己形成の課題（２） 

・職業生活と社会参加 

・伝統・文化と私たち 

・古代ギリシアの人間観 

・科学と人間 

・自由の実現 

・社会を作る人間 

a  c 

 

a  b 

発言等の様子 

（行動の確認） 

授業ﾉｰﾄ・ﾜｰｸｼｰﾄ 

（記述の確認） 

４ 

５ 

第３章 

他者とともに生き

る 

 

４ ・人間と幸福 

・公正な社会を目指して 

a  b 

 

b  c 

授業ﾉｰﾄ・ﾜｰｸｼｰﾄ 

（記述の点検） 

発言等の様子 

（行動の確認） 

５ 第４章 

民主社会の倫理 

 

第５章 

民主国家における

基本原理 

 

５ ・人間の尊厳と平等 

・自由・権利と責任・義務 

※男女共同参画社会を実現するには 

・民主政治の成立 

・民主政治の基本原理 

・民主政治のしくみと課題 

・世界の主な政治制度 

ａ  b 

 

b  c 

 

 

授業ﾉｰﾄ・ﾜｰｸｼｰﾄ 

（記述の点検） 

発言等の様子 

（行動の確認） 

※第１回定期考査 



６ 

 

第１章 

日本国憲法の基本

的性格 

 

５ ・日本国憲法の成立 

・日本国憲法の基本的性格 

・自由に生きる権利 

・平等に生きる権利 

・社会権と参政権・請求権 

・新しい人権 

・人権の広がりと公共の福祉 

ａ ｂ 

 

a  b 

 

ｂ ｃ 

 

発言等の様子 

（行動の点検） 

授業ﾉｰﾄ・ﾜｰｸｼｰﾄ 

（記述の確認） 

小ﾃｽﾄ（記述の分析） 

 

６ 

７ 

 

第２章 

日本の政治機構と

政治参加 

３ ・平和主義とわが国の安全 

・こんにちの防衛問題 

※防犯カメラの設置とプライバシー 

・政治機構と国会 

・行政権と行政機能の拡大 

・公正な裁判の保障 

ａ ｂ 

 

b  c 

 

 

 

授業ﾉｰﾄ・ﾜｰｸｼｰﾄ 

（記述の点検） 

発言等の様子 

（行動の確認） 

 

 

７ 

 

 ４ ・地方自治と住民福祉 

・政党政治 

 

 

b  ｃ 

 

ｂ  c 

 

 

 

授業ﾉｰﾄ・ﾜｰｸｼｰﾄ 

（記述の点検） 

発言等の様子 

（行動の確認） 

※第２回定期考査 

７ 

８ 

 ４ ・選挙制度 

・世論と政治参加 

 

ａ ｂ 

 

b  c 

 

 

b  c 

 

授業ﾉｰﾄ・ﾜｰｸｼｰﾄ 

（記述の点検） 

発言等の様子 

（行動の確認） 

 

ﾚﾎﾟｰﾄ・ﾜｰｸｼｰﾄ 

（記述の点検） 

９ 

 

 

第１章 

現代の経済社会 

６ ・経済主体と経済活動の意義 

・経済社会の変容 

・市場のしくみ 

・市場の失敗 

・現代の企業 

・国民所得 

※大きな政府と小さな政府のどちらが望ましいか 

a  b 

 

b  c 

 

b  c 

授業ﾉｰﾄ・ﾜｰｸｼｰﾄ 

（記述の点検） 

発言・協議等の様子 

（行動の確認） 

発言・協議等の様子 

＊第3回定期考査 

 

９ 

10 

 ６ ・経済成長と国民の福祉 

・金融の役割 

・日本銀行の役割 

・財政の役割と租税 

・日本の財政の課題 

※財政再建をどのように進めるべきか 

b  c 

 

b  c 

 

a  b 

 

発言等の様子 

（行動の確認） 

発言等の様子 

（行動の確認） 

授業ﾉｰﾄ・ﾜｰｸｼｰﾄ 

（記述の点検） 

小ﾃｽﾄ（記述の分析） 



10 

11 

12 

第２章 

日本経済の特質と 

国民生活 

１２ ・戦後日本経済の成長と課題 

・転機に立つ日本経済 

・経済社会の変化と中小企業 

・農業と食料問題 

・消費者問題 

・公害の防止と環境保全 

・労働問題と労働者の権利 

・こんにちの労働問題 

※望ましい働き方を実現するために 

a  c 

 

b  c 

 

a  c 

 

 

 

ﾚﾎﾟｰﾄ・授業ﾉｰﾄ・ﾜｰ

ｸｼｰﾄ 

（記述の点検） 

小ﾃｽﾄ（記述の分析）

発言等の様子 

（行動の確認） 

第4回定期考査 

12  ５ ・社会保障の役割 

・社会保障制度の課題 

※これからの福祉社会を考える 

※安心して暮らせる豊かな社会をめざして 

 

a  c 

 

b  c 

 

b  c 

ﾚﾎﾟｰﾄ、授業ﾉｰﾄ・ﾜｰ

ｸｼｰﾄ 

（記述の点検） 

発言・協議等の様子 

（行動の確認） 

発言・協議等の様子 

（行動の確認 

 

小ﾃｽﾄ（記述の分析） 

12 

１ 

第１章 

国際政治の動向と

課題 

６ ・国際社会と国際法 

・国際連合と国際協力 

・こんにちの国際政治 

・人種・民族問題 

※アフリカの課題 

・軍拡競争から軍縮へ 

・国際平和と日本の役割 

a  c 

 

b  c 

ﾚﾎﾟｰﾄ、授業ﾌﾟﾘﾝﾄ 

（記述の点検） 

発言・協議等の様子 

（行動の確認） 

１ 

２ 

第２章 

国際経済の動向と

課題 

 

 

持続可能な社会づ

くりの主体となる 

私たち 

６ ・貿易と国際収支 

・外国為替市場のしくみ 

・第二次世界大戦後の国際経済 

・地域的経済統合の進展 

・国際経済のつながりと課題 

・発展途上国の諸課題と日本の役割 

 

※SDGｓの実現の実現に向けて 

上記の授業計画は、適宜変更や入れ替えがあります。 

 

a  c 

 

b  c 

 

b  c 

 

b  c 

 

 

発言・協議等の様子 

（行動の確認） 

ﾚﾎﾟｰﾄ・ﾜｰｸｼｰﾄ 

（記述の点検） 

発言・協議等の様子 

（行動の確認） 

小ﾃｽﾄ（記述の分析） 

＊第5回定期考査 

                                          計70時間（50分授業） 

７ 課題･提出物等 

・授業の内容に応じて、ワークシートや課題に取り組みます。 

・各単元のまとめとして、確認ワークシート等に取り組み、提出することになります。 

・授業内容に応じて、ワークシートやレポート等を作成し、提出することになります。 

・授業内容に応じて、作成したレポートやワークシートを等を使い、ディスカッションやプレゼンテーションを行ないま

す。その際に互いの評価表等を作成し、提出することになります。 

 

８ 担当者からの一言 

 普段からニュースや新聞、インターネット等で、時事問題に関心を持ち、「今現在世の中で何が起こっているのか、

また何を知り身に付けなければならないのか」という視点を持って臨んでください。そして、複雑な現代社会の内

容を単なる暗記ではなく、深い意味で理解し、自分なりの意見や考えが持てるように熱意を持って学習に取り組ん

でください。 



 


